
村川絵梨 石田佳央 熊坂理恵子 半海一晃

安蘭けい 平田 満

2017． 4月8日土　13：00 開演（12：30 開場）
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ブラジル、リンスの珈琲農園を舞台に、
二組の夫婦の奇妙な三角関係の
果てに待つのは・・・

劇作家  三島由紀夫を
確立させた初の長編戯曲。

主催 ： 公益財団法人豊橋文化振興財団　企画制作 ： 新国立劇場 ※詳細は裏面をご覧ください。

（S席・枚数限定 ： 通常12,000円のところ）10,500円

お得な2公演セット券発売
『白蟻の巣』

『マリアの首 ―幻に長崎を想う曲―』



2017． 4月8日土　13：00 開演（12：30 開場）

主催 ： 公益財団法人豊橋文化振興財団　企画制作 ： 新国立劇場

【料金】　全席指定 ・ 税込
S席 6,000円／※1）『マリアの首』2公演セット券（S席） 10,500円
A席 4,500円／B席 3,000円／※2）U24（B席） 1,500円／※2）高校生以下（B席） 1,000円

ブラジル、リンス郊外の珈琲農園。元華族の農園主・刈屋
義郎は、かつて心中未遂を起こした妻・妙子と運転手の百
島健次を、彼特有の「寛大さ」でそのまま同居させていた。
一年後、事件のことを承知で百島と結婚した啓子だった
が、次第に嫉妬と猜疑心にかられるようになり、とある計画
のもと、刈屋を遠く離れたサンパウロへと送り出す。まるで
白蟻の巣のように四人の思惑が絡み合い、やがて奇妙で複
雑な三角関係へと変化していく……。

作 三島由紀夫
演出 谷 賢一

美術 土岐研一
照明 松本大介
音響 長野朋美
衣裳 前田文子
ヘアメイク 鎌田直樹
演出助手 渡邊千穂
舞台監督 足立充章

出演 安蘭けい
 平田 満
 村川絵梨
 石田佳央
 熊坂理恵子
 半海一晃

　昭和30年（1955年）に書かれた『白蟻の巣』は、劇作家としての三島由紀夫のデビュー
作であると同時に、三島が終生、まさに市ヶ谷駐屯地で腹かっさばく直前まで考え続けた問
題をダイレクトに扱っている。──敗戦から10年、これから日本人はどういきるべき
か？ ・・・・・・敗戦から70年経つ2016年の今でさえ、我々日本人はどうあるべきか、新しい答
えを見出せていない。『白蟻の巣』を読むと、三島由紀夫に叱られている気持ちになる。彼
の魂がこもった本だ。全力で立ち向かい、その問い掛けに一矢報いてやりたい。

※1） 枚数限定。プラットチケットセンターのみ取扱い。
※2） U24（24歳以下対象）・高校生以下は、一般発売日からプラットチケットセンターにて取扱い。　
 一人1枚・枚数限定・座席指定不可・入場時本人確認書類提示。
※ 未就学児のご入場はご遠慮いただきます。

【チケット取扱い】
◎プラットチケットセンター 窓口・電話●0532-39-3090（休館日を除く10：00～19：00）
 オンライン●http://toyohashi-at.jp（24時間受付・要事前登録）
◎チケットぴあ 0570-02-9999（Pコード ： 455-883）http://pia.jp/（PC・携帯）
 • 託児サービス：定員制・要予約。生後6ヶ月以上／お一人様500円。3/31金までに劇場へ。
 • 車椅子スペース：定員制・要予約。プラットチケットセンター（電話・窓口）にて取扱い。
車椅子利用のお客様は、事前にプラットチケットセンターまでご連絡ください。

【お問合せ】　プラットチケットセンター　0532-39-3090（休館日を除く10：00～19：00）　http://toyohashi-at.jp

終演後トークあり●出演 ： 安蘭けい ・ 平田 満 ・ 谷 賢一
※本公演チケットをお持ちの方のみご入場可能です

【会員先行 ・ 2公演セット券】
2017年1月28日土 10：00～

（プラットフレンズ・豊橋文化振興財団維持会員）

【一般発売】
2017年2月11日　　 10：00～

ものがたり

お得な2公演セット券発売
『白蟻の巣』

『マリアの首 ―幻に長崎を想う曲―』

〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123
http://toyohashi-at.jp

TEL.0532-39-8810  FAX.0532-55-8192
〈休館日〉毎月第3月曜日（祝日の場合は翌平日） 

豊橋駅（JR東海道新幹線、東海道本線、名古屋鉄道）、新豊橋駅（豊橋鉄道
渥美線）直結。豊橋駅南口から徒歩3分。※駐車場はございません。公共交通
機関やお近くの公共駐車場等をご利用ください。豊橋駅前大通公共駐車場
（第1・第2）・パーク500をご利用の場合、駐車料金が30分150円から30分100
円に割引（上限4時間）になります。

三島由紀夫が終生求め続けて
いたものとは何か、
30代気鋭の
谷賢一が放つ問題作

谷 賢一 〈演出〉


